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共助活動のモデル事例の成果

○共助活動の活性化を図るため、モデル事例の創出を⾏う「安全で安⼼な
県づくり促進事業」を創設し、伊達市及び三春町においてモデル地区を
指定の上、⼤学に委託し、「地区防災計画」の策定⽀援を実施した。

伊達市 対象：⼭野川地区北部⾏政区 委託先：福島⼤学
三春町 対象：御⽊沢地区 委託先：郡⼭⼥⼦⼤学

令和４年度の取組について

○また、今後、伊達市・三春町以外の市町村においても、策定の参考にな
るよう策定までの⼿順等を分かりやすくまとめた動画を作成した。

○対象地区の状況を確認し、主な課題と対応について整理した。
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地区防災計画策定に係る「課題」と「対応」
について
•危機管理課では福島⼤学及び郡⼭⼥⼦⼤学からの実施報告を基
に地区防災計画の策定を促進する上での「課題」と「対応」に
ついて次のとおり整理した。
課題① 住⺠及び⾏政職員の地区防災計画に係る知識の

不⾜（制度理解、計画内容）
課題② 住⺠及び⾏政職員の計画策定に係る実践⽅法の習得

が必要（まち歩き、ワークショップ等）
課題③ 地域住⺠のマンパワー不⾜
課題④ 関係する⾏政機関の連携したサポートが必要
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地区防災計画策定に係る「課題」と「対応」
について
•「課題」への「対応」
課題① 住⺠及び⾏政職員の地区防災計画に係る知識の

不⾜（制度理解、計画内容）

対応① 住⺠に対しては、地区防災計画策定までの⼿順等を
分かりやすくまとめた動画を県ホームページで周知し
たり、ワークショップなどの場で防災⼠等に助⾔をい
ただくなどして知識を深めてもらう。
また、⾏政職員に対しては、それらに加え、制度理

解研修を⾏うなどして知識を深めてもらう。
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地区防災計画策定に係る「課題」と「対応」
について
•「課題」への「対応」

課題② 住⺠及び⾏政職員の計画策定に係る実践⽅法の習得
が必要（まち歩き、ワークショップ等）

対応② 住⺠と⾏政職員が⼀緒に「ワークショップ」など
を実施し、その際に防災に知⾒を有する⼤学教授や防
災⼠に進⾏等についてサポートしていただき、実践⽅
法の経験を積む。
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地区防災計画策定に係る「課題」と「対応」
について
•「課題」への「対応」

課題③ 地域住⺠のマンパワー不⾜

対応③ 策定の主体は地域住⺠であることから、ワークショッ
プなどを進める際には地区の⽅にも積極的に参加してい
ただけるよう関係機関と調整しながら進める。
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地区防災計画策定に係る「課題」と「対
応」について
課題④ 関係する⾏政機関の連携したサポートが必要

対応④ 地区防災計画は、防災だけでなく、河川や道路、保健
福祉関係など、複数の分野における情報が必要であるた
め、⾏政側も関係部署と連携をしながら住⺠をサポート
していく。
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令和５年度の取組について

・令和４年４⽉１⽇現在、県内での「地区防災計画」の策定実績
は「８市町村２３地区」にとどまり、全県的に策定が進んでいな
い状況である。

・近年の災害の激甚化・頻発化を踏まえると、共助の取組である
「地区防災計画」の策定を早急に促進させることが重要である。

・そのため、前述の「課題」と「対応」を踏まえ、令和５年度以
降も「地区防災計画」の策定を⽀援することとした。
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令和５年度の取組について
•令和５年度から令和６年度にかけて「地区防災計画」策定事例
がない市町村に対して⽀援を⾏い、各市町村において「地区防
災計画」のモデル事例を創出する。

令和５年度⇒県北、会津、南会津
令和６年度⇒県中、県南、相双

⽀援対象

8



令和５年度の取組について
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